
1 法的根拠（道路交通法 第14条・第4項）
 第14条に、目が見えない者、幼児、高齢者の保護 という規定があります。
第14条の第4項の内容は、児童又は幼児が、小学校又は幼稚園に通うため、道路を通行し
ている場合において、誘導、合図その他適当な措置をとることが必要と認められる場所に
ついては、警察官その他その場所に居合わせた者は、これらの措置をとることにより、
児童又は幼児が安全に道路を通行することができるように、努めなければならない。
という内容です。

2 保険について
交通安全指導に対して、万一の事を考えて保険がかけられています。
注意事項を守って、指導に当たって下さい。

3 交通安全指導における注意事項
①ビブス(⻩⾊)を着用し、安全旗を振って指導に当たる。
②乳幼児の手を引いたり、おぶったりしての指導は避ける。
 (乳幼児には保険が適応されませんので預けるなどして対応して下さい)
③別居されている祖⽗⺟の⽅も保険が適応されません。
④雨の日は、傘はささずにレインコートの上にビブスを着用する。
 寒い日なども上着の上にビブスを着用する。
⑤サンダルやかかとの高い靴は履かず、有事の際に動きやすいスニーカーを履くようにする。
⑥旗振りセット(安全旗とビブス)のビブスはPTAからの貸与品になります。
 お子様が卒業まで使用するため取り扱いにご注意ください。
 経年劣化以外の紛失・破損時はビブス代金1.000円をご負担いただきます。
 旗が破損した場合は無償交換となります。※場合により値段の変動あり。
⑦万が一、事故等が発生した場合に備え、携帯電話やスマートフォンを所持して下さい。
 事故等が発生した場合、ご自身や周囲の安全を確保した上で次の対応を取って下さい。
・110番、119番通報(警察には事故車の色、車種、ナンバー等を正確に伝える)
・学校へ連絡(042-773-8700)し、応援を要請する。事故に遭った児童のクラス、氏名、
 怪我の状態を伝える。
⑧安全旗は大きく的確に操作する。迷いがあると事故につながります。
⑨車道へは出ない。
⑩指導する時は車に背を向け児童を見るのではなく、車を見ながら児童を横断させる。
⑪大型車(トラック)やワゴン車等は先頭で止めない。後ろから来たバイク等が追い越そうとし
 事故につながる危険がある。
⑫車の渋滞も考慮し、児童を横断させる。
⑬ご自身と児童の安全を最優先に考える。
※旗振り当番を欠席されると子ども達が危険です。ご都合が悪い場合は事前にお知り合いの⽅と
 交代をして下さい。当日体調不良の場合は担当地区委員にショートメールでご連絡下さい。
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4 交通安全指導の時間帯
時間帯は各指導場所によって異なります。
子ども達が学校に午前8時〜8時15分に登校できるように計算してあります。
早すぎ、遅すぎの登校は見守りの目がなく危険です。登校時間についてもご家庭で
話し合って下さい。

5 旗振り⽅法について
(1)指導者の立ち位置は道路環境によって異なりますが(図１)の示す所が良いでしょう。
 (一般の歩行者や自転車の通行を妨害する場所は避けるべきです)

(図１)       

※   が指導者    が児童

(2)・児童を待たせる時は歩道上の他の通行の
   邪魔にならないようにして待たせましょう。
     ・旗は横水平に構え、右手は旗竿の根元を
   持ち左手は軽く旗竿の中央を握ります。
       (図2参照)
     ・児童を待たせ、旗を横水平にしている時、
   児童が横断したり飛び出したりしないよ
   うに「目配り・気配り」をして事故に
     遭わないように注意しましょう。

(3)・運転者からよく見えるように旗を大きく
        右45度にあげます。(図3参照)
     ・旗を上げると同時に左手を左横に出し、
        手のひらを児童に向け、飛び出さないよう
        に制止しておきます。
     (この時、児童全員に右手を大きく上げて
    もらうようにしましょう)

(4)・自動車等が完全に停止したことを確認し
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   ます。
 ・旗を腰の高さで横断歩道に平行に出します。
    ・自動車が停止していることを確認後、左手を
       振って児童を誘導しながら横断させます。
      (図4参照)

(5)・児童全員が向かい側に横断し終わった事を
        確認します。
     ・(図3)と同じ動作で旗を頭上に上げ、速やか
        に旗を(図2)のように横水平に構えます。
        この時、後から歩いてくる児童を左手で制止し
   横断しないよう待機させましょう。(図5参照)
  ※直接旗を横水平に戻すと、児童の顔や頭を打つ
   おそれがありますので一度旗を頭上に上げてか
   ら戻して下さい。

(6)最後に、停止してくれた運転手さんに対して
  お辞儀(軽く頭を下げる)をして協力に感謝し
     ましょう。(図6参照)
 ※右手で旗竿の旗尻をしっかりと持ちましょう。
  旗尻が出ていると児童に当たった時に危険です。

6 旗を上げるタイミングについて
自動車は急に止まることはできないので、自動車の速さを考慮し旗を上げる位置を
あらかじめ決めておきましょう。目安としては自動車が横断歩道手前50ｍの地点に
達した時点で旗を上げましょう。
横断歩道の予告表示は、近い⽅の表示が30ｍ、遠い⽅の表示が50ｍとなっています。
(図７参照)

(図7)

※横断歩道の予告表示がない場合は、電柱を目標にしましょう。
 電柱の間隔は約30ｍ前後です。
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